
JP 2016-532578 A5 2017.8.31

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成29年8月31日(2017.8.31)

【公表番号】特表2016-532578(P2016-532578A)
【公表日】平成28年10月20日(2016.10.20)
【年通号数】公開・登録公報2016-060
【出願番号】特願2016-531759(P2016-531759)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/40     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 175/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/104    (2014.01)
   Ｂ３２Ｂ   7/12     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  65/40     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 175/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 175/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ   27/40     　　　　
   Ｃ０９Ｊ  175/04     　　　　
   Ｃ０９Ｄ   11/104    　　　　
   Ｂ３２Ｂ    7/12     　　　　
   Ｂ６５Ｄ   65/40     　　　Ｄ
   Ｃ０９Ｊ  175/08     　　　　
   Ｃ０９Ｊ  175/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月20日(2017.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　包装用の多層組成物であって、第１のポリマーフィルム、第２のフィルム、前記フィル
ムの間の少なくとも１つの印刷層、及び前記少なくとも１つの印刷層と前記フィルムのう
ちの１つとの間の１Ｋイソシアネートプレポリマー接着剤層を備え、
前記印刷層は、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、及び－ＣＯＯＲ（式中、Ｒは、メチル、エチル、ビ
ニル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、または
ｔｅｒｔ－ブチルである）からなる群から選択される官能基を含有する超分岐ポリエステ
ルバインダーを含有し、
前記超分岐ポリエステルは、約１０～約２００ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価、及び約５０～約５
００ｍｇＫＯＨ／ｇのヒドロキシル価を有し、
前記プレポリマーのイソシアネート含有率は、前記プレポリマーの重量を基準として、約
６～約２８重量％、好ましくは約１０～約２５重量％、及びより好ましくは約１３～約２
３重量％である、前記多層組成物。
【請求項２】
　前記イソシアネートプレポリマーは、１つ以上の有機ポリイソシアネート化合物と、ポ
リエーテルオール、ポリエステロール、ポリカーボネートジオール、及びポリラクトンジ
オールからなる群から選択される１つ以上のポリオール化合物とから本質的になる、請求
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項１に記載の多層組成物。
【請求項３】
　前記イソシアネートプレポリマーは、４，４’－ジイソシナトジフェニルメタン、２，
４’－ジイソシアナトジフェニルメタン、及びポリマーのジイソシアナトジフェニルメタ
ン（ＰＭＤＩ）からなる群から選択される１つ以上の有機ポリイソシアネート化合物と、
ポリエーテルオール及びポリエステロールからなる群から選択される１つ以上のポリオー
ル化合物とから本質的になる、請求項１に記載の多層組成物。
【請求項４】
　前記ジヒドロキシ化合物の分子量は、約１０００ｇ／ｍｏｌ～約１２０００ｇ／ｍｏｌ
、好ましくは約２０００ｇ／ｍｏｌ～約６０００ｇ／ｍｏｌ、より好ましくは約３０００
ｇ／ｍｏｌ～約４０００ｇ／ｍｏｌである、請求項２または３に記載の多層組成物。
【請求項５】
　前記超分岐ポリエステルは、
トリメチロールプロパン、グリセロール、ペンタエリスリトール、及びそれらの混合物か
らなる群から選択されるポリオールモノマーと、
１，２－シクロヘキサンジカルボン酸、ヘキサヒドロフタル酸無水物、１，３－シクロヘ
キサンジカルボン酸、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、メチルヘキサヒドロフタル
酸無水物、及びそれらの混合物からなる群から選択されるポリカルボン酸モノマーと、
を含む、請求項１から４までのいずれか１項に記載の多層組成物。
【請求項６】
　前記超分岐ポリエステルは、トリメチロールプロパンと、１，２－シクロヘキサンジカ
ルボン酸、ヘキサヒドロフタル酸無水物または１，４－シクロヘキサンジカルボン酸モノ
マー、好ましくはトリメチロールプロパンとヘキサヒドロフタル酸無水物モノマーを含む
、請求項５に記載の多層組成物。
【請求項７】
　前記超分岐ポリエステルは、脂肪族または脂環式ジオールモノマーをさらに含む、請求
項５または６に記載の多層組成物。
【請求項８】
　前記超分岐ポリエステルの分子量Ｍｎは、約３００ｇ／ｍｏｌ～約２５，０００ｇ／ｍ
ｏｌ、好ましくは約４００ｇ／ｍｏｌ～約１５，０００ｇ／ｍｏｌ、より好ましくは約５
００ｇ／ｍｏｌ～約１０，０００ｇ／ｍｏｌ、また最も好ましくは約６００ｇ／ｍｏｌ～
約５，０００ｇ／ｍｏｌである、請求項１から７までのいずれか１項に記載の多層組成物
。
【請求項９】
　前記印刷層は、ポリビニルブチラール、ニトロセルロース、ポリアミド、ポリウレタン
、ポリ塩化ビニル、ポリケトン、ポリカーボネート、ポリアクリレート、及びポリアクリ
レートコポリマーからなる群から選択される１つ以上のさらなるバインダーを含有する、
請求項１から８までのいずれか１項に記載の多層組成物。
【請求項１０】
　前記超分岐ポリエステルバインダーの全バインダーの合計に対する重量比は、少なくと
も５０％、好ましくは少なくとも６０％、及びより好ましくは少なくとも７０％である、
請求項９に記載の多層組成物。
【請求項１１】
　前記第１のフィルムは、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリエステル
、またはポリアミドフィルムであり、かつ、前記第２のフィルムは、ポリエチレン、ポリ
プロピレン、ポリスチレン、ポリアミド、またはアルミニウムフィルムである、請求項１
から１０までのいずれか１項に記載の多層組成物。
【請求項１２】
　前記接着剤層は、前記イソシアネートプレポリマーから本質的になるか、または前記イ
ソシアネートプレポリマーからなる、請求項１から１１までのいずれか１項に記載の多層
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組成物。
【請求項１３】
　前記印刷層は、ポリウレタン触媒を含有する、請求項１から１２までのいずれか１項に
記載の多層組成物。
【請求項１４】
　包装用の多層組成物を製造する方法であって、
　印刷インクを用いて第１のポリマーフィルムまたは第２のフィルムを印刷することと、
前記印刷された表面またはもう一方のフィルムに１Ｋイソシアネートプレポリマー接着剤
を塗布することと、前記２つのフィルムを、前記２つのフィルムの間に前記接着剤及び印
刷層がある状態で一緒にプレスすることと、を含み、
　前記印刷層は、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、及び－ＣＯＯＲ（式中、Ｒは、メチル、エチル、
ビニル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、また
はｔｅｒｔ－ブチルである）からなる群から選択される官能基を含有する超分岐ポリエス
テルバインダーを含有し、
前記超分岐ポリエステルは、約１０～約２００ｍｇＫＯＨ／ｇの酸価、及び約５０～約５
００ｍｇＫＯＨ／ｇのヒドロキシル価を有し、
前記プレポリマーのイソシアネート含有率は、前記プレポリマーの重量を基準として、約
６～約２８重量％、好ましくは約１０～約２５重量％、及びより好ましくは約１３～約２
３重量％である、前記方法。
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